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耳管

③耳管
④内バネ

②Ｙチューブ⑤イヤピース

①チェストピース

⑦ベルカバー
⑨シャフト
⑧ノンチルリング⑥ダイヤフラム

　ノンチルリング
※ノンチルリングには表裏があります。
　フチの長い方が表です。

ダイヤフラム面

２０２３年１２月１８日作成（第１版）

  [ 禁忌・禁止 ]
●本品に強い衝撃を与えますと変形する恐れがあります。又、医療の目
　的以外では使用しないでください。
●イヤピースが耳管に装着されていない場合は、使用しないでください。
　金属部分で耳に傷をつける場合があります。
●こどものおもちゃには使用しないでください。パーツ等誤飲の恐れが
　あります。

[ 使用上の注意 ]
  １．チェストピースの変形、Ｙチューブの劣化、耳管の破損等直接聴診
  　　に影響を与える部品は必ず交換してください。
  ２．チェストピース（ダイヤフラム面、ベル面）を叩かないでください。
  ３．本品は聴診専用ですので、大きい音は絶対に聴かないでください。
  ４．本品に衝撃を与えるような取扱いは避けてください。
  ５．ダイヤフラム、ノンチルリング、イヤピース等に傷がある場合は
  　　使用しないでください。
  ６．万一内バネが折れた場合は、聴診上に不具合が生じたり、人体に
  　　障害を加える可能性がありますので使用しないでください。
  ７．耳管を無理に広げたり、握りつぶしたりしないでください。

[ 脈拍のはかり方 ]
　　  拍動が聴こえる位置に聴診器を一定の力で密着させるように当てます。
　　  安静にしたまま 15 秒間の脈拍の数を数え、その値を 4倍にすると
　　  1 分間当たりの安静時脈拍数となります。

[ 仕　様 ]
　全長　77cm
　重量　120g
　用途　診察・看護・血圧測定・健康管理・透析用シャントの管理など
　注意　玩具としてのご利用は避けてください。
　　　　幼小児の手の届かないところに保管してください。

[ 保管方法及び有効期限等 ]
  　　使用環境：温度 10℃-40℃　湿度 30％-75％（結露無し）
  　　保管環境：湿度 -5℃-50℃　湿度 30％-85％（結露無し）
  　　高温多湿、直射日光は避けて保管してください。
  　　標準的な使用期間の目安：３年（自己認証による）

[ 保守・点検に係る事項 ]
   １．本器が汚れた時は、柔らかい布でからぶきをしてください。汚れが
   　　ひどい場合は、薄めた中性洗剤をつけた布で汚れを落とした後、
   　　からぶきしてください。
   ２．各部品の消毒は消毒用アルコールの清拭でお願いします。
   　　シンナー等の有機溶剤での拭き取りはしないでください。
   ３．イヤピースの交換方法
   　　イヤピースの交換が必要な場合は、以下の様に行ってください。
   　　●取外し⇒抓むように引抜く　　　●取付け⇒押込む

   ４．ノンチルリングとダイヤフラムの交換方法（各別売）
   　　ノンチルリングとダイヤフラムの交換が必要な場合は、
   　　以下の様に行ってください。

   　　●ノンチルリングを外すときは、シャフトに力を加えないで外し
   　　　てください。
   　　●ノンチルリングを取付けるときは、ダイヤフラムの端の部分を
   　　　軽く押さえて取付けてください。
   　　●ダイヤフラムを交換するときはノンチルリングを外してから行
   　　　ってください。

   ５．故障したときは、お買い求めの販売店にご連絡ください。

[ 製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等 ]
   製造販売業者名　株式会社三恵
   住　　　　　所　千葉県市原市八幡海岸通１９６９－３３，３４
   電　話　番　号　０４３６－４１－１８２０

   製  造  業  者  名　株式会社モテキ・インダストリィズ

[使用目的又は効果 ]
  本品は、心臓及び肺の音を聴くために用いる機械式の聴取装置であり、
  振動版からの採音と凹面部よりの直接採音する構造。
[ 使用方法等 ]
  １．イヤピースの穴に耳孔を合わせ聴診器のダイヤフラム面又はベル面を
  　　聴きたい面に合わせ人体の皮膚に押し当てて静かに聴診します。
[ 操作方法 ]
  １．耳管の取り扱い
  　　耳管は下図のように回すことが出来ます。イヤピースの穴を耳肌で
  　　塞がないように耳孔の方向に合うように調節してください。

２．ダイヤフラム面とベル面の切換方法
　　シャフト部分を摘みクリックを
　　感じるまで回転してください。

　　※まれにチューブのみが空回りしてしまう場合があるので
　　　シャフトが回転したかを確認してください。

３．耳管の外し方
　　耳管は変形の恐れがありますので
　　両側同時に広げて外してください。

  【形状・構造及び原理等】
本品は、チェストピース、Ｙチューブ、耳管、内バネ、イヤピース、
ダイヤフラムからなる。

チェストピース構造図

①チェストピース
②Ｙチューブ
③耳管
④内バネ
⑤イヤピース
⑥ダイヤフラム
　（振動版）
⑦ベルカバー
⑧ノンチルリング
⑨シャフト

アルミ合金
塩化ビニール
真鍮クロムメッキ
鋼
塩化ビニール
塩化ビニール

塩化ビニール
塩化ビニール
真鍮クロムメッキ

直径 44 ㎜×20 ㎜
直径 9.5 ㎜×長さ 630 ㎜
直径 5㎜
厚さ 0.7 ㎜
直径 13 ㎜×16 ㎜
直径 44 ㎜×厚さ 0.2 ㎜

直径 32.5 ㎜
直径 46 ㎜
直径 6㎜（差込口寸法）

本品のチェストピースのシャフト部を回す事によって、ダイヤフラムからの
採音と凹面部よりの直接採音とを選ぶ事が出来ます。

名　称 材　質 寸　法
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一般医療機器

ＪＭＤＮ：１３７５５０００

機械器具（１３）聴診器

機械式聴診器

カラダのサインを聴く聴診器


